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初年次教育についての一考察
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る「調査研究法」などが挙げられるようだ。
筆者は、学習習慣や学習自体が不十分な学生
は、日本語表現力が極めて貧しいと感じてい
る。学習意欲や問題意識の欠如もさることな
がら、生活指導上のコミュニケーションを取
るのにも苦労することが多い。斉藤孝は、語
彙・読解力は学力やコミュニケーション力
アップにつながると述べ、「語彙・読解」は単
なる国語の力ではなく、「仕事や日常生活をス
ムーズに進めていくための基本」だとしてい
る。本校においては、リメディアル教育とし
ても初年次教育としても、漢字練習だけでな
く「日本語表現法」をもっと重視しなければ
ならないと考える。
３．河合塾の調査から
　河合塾は、入学してくる大学生の変化に大
学・学部としてどう対応しようとするのか、
教育力の差が最も表出するのが初年次教育だ
として、2009年度に全国立大学、公立大学、
私立大学の全学部を対象に、次の３つの視点
を重視して初年次教育調査を実施している。
①　「学生の態度変容」を促す取り組み
②　「学生の自律・自立化」を促す取り組み
③　「全学生に一定水準以上初年次教育を保
証する」取り組み
その結果、①についてはほとんどの大学で取
り組みが遅れているということであった。
　学生の態度変容とは、高校までの受動的な
学習態度から、能動的で自立的・自律的（自
己管理・時間管理を含む）な学習態度への転
換、つまり、命題を暗記することが中心の学
習から、自分から疑問や課題を見つけ探究し
ていく学習への転換ということである。日本
の場合、一部の高校を除けば、小・中等教育
で感想文を書くなどの主観的なレポートを書
「高校から大学の転換期あるいは移行期を支
援していくのが初年次教育であるという流
れ」が定着してきたとしている。さらに、
2008年の中教審の答申で、初年次教育が「初
年次教育プログラム」として言及されたこと
について、「単体の授業として存在するのでな
く、学士課程教育の一環の中でプログラムと
して考えていくことが大事になってきている
わけで、これは重要な転換点である。」と述
べている。国公立系ではセンターが中心に
なって、教養教育と関係しながら、全学の共
通教育として初年次教育を推進する体制が組
織化されており、授業としての初年次教育で
は、オリエンテーション、スタディ・スキル
系、情報リテラシー、専門への導入などが内
容として定着しているようである。
２．リメディアル教育との関係
　初年次教育と同様に、新入生の学習習慣や
学力の多様化が進行する中で、リメディアル
教育に対する関心は最近になって高まってき
ている。濱名（2011）は、「大学や教員がこう
した教育の必要性を実感しつつある一方で、
リメディアル教育が必要な学生ほど、課外や
補習で提供されるこの教育を受講したがらな
いという傾向が、アメリカでも日本でも共通
してある。」として、学習習慣や学習自体が
不十分なままで入学許可された学生に「欠け
ているもの」を補修する教育を受ける必要性
を理解させることの難しさを述べている。本
学の学習支援室の利用情況はまさにこれを表
していると言えるのではないだろうか。
　調査によれば、リメディアル教育として
もっとも多く実施されている科目は、高校レ
ベルの物理、数学、化学、基礎英語で、ほか
に「日本語表現法」、大学での学び方を教え
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ないのではないかという指摘がなされており、
学生を変容させる初年次教育を行うためには、
大学が、教員自身が変容する必要があると述
べられていた。
　調査の多くの事例の中から、本学にとって
参考になると思われるスタディスキル系の取
り組み事例を以下に挙げる。
○産業能率大学
（経営学部　情報マネジメント学部）
　経営学部は「基礎ゼミ」を通年の授業とし
て展開しており、年間を通して学生と向き合
うことをねらいとしている。
　前期「学び方習得ゼミ」では大学での学び
方を理解し、必要な学習スキルを習得するこ
とをねらいとし、後期「チーム学習ゼミ」で、
そのスキルをグループワークを通じて実践す
る。前期、後期ではクラス編成も教員も変わ
る。
○京都ノートルダム女子大学
（生活福祉文化学部）
「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」（同じクラスメ
ンバーで構成）
　学生にホームルームを提供することと、ス
タディスキルの習得が目的。１クラス10人前
後を受け持ち、７人の教員で担当する。初年
次ゼミに関する実施要項を作成し、教員14人
を半分に分けて２年に１回、全員で担当する。
毎回打ち合わせと反省会を行う。
「基礎演習Ⅰ」の内容
・ノートの取り方、授業の聞き方を学ぶ。
・読む聞く書く力を養う。
　年間３冊の新書を読ませる→内容の要約
（400字）→意見を述べる（感想とは違う）→
調べる→ディスカッションする→レポートを
書く（2400字）→パワーポイントを使用して
口頭発表をする。本の要約は400字にまとめ
くことはあるが、客観的な問題発見・解決型
のレポートを書く経験はほとんどないといっ
てよく、また書き方の方法についても教えら
れていない。筆者の担当する１年生が「高校
ではレポートの書き方など習っていないし、
どういうものがレポートなのかよくわからな
い。」と言っていたが、これが現状であろう。
　①については、グループワーク等を通じて
学生に調べさせ、考えさせ、討議させ、レポ
ートや発表などを行わせ、その活動を振り返
らせていく、という経験を通じて「学生の態
度変容」が実現されるということが調査学習
成果の効果測定により証明されていた。つま
り、「受動的な学習態度から能動的な学習態度
への転換」に向けた初年次ゼミを行うことが
求められており、その際に他の科目との有機
的な連関を意識的に行っていくことが重要で
あることも述べられていた。
　②については、「学生に振り返りシートを書
かせているか」「振り返りに基づいて次の目
標を立てさせているか」「そのプロセスに教
員が関与しているか」が、一定の教育効果測
定の指標となっているようで、大きな成果を
挙げている例として、金沢工業大学や関西国
際大学が挙げられていた。
　③については、教員の意識改革なしにマ
ニュアルや共通テキストにもたれかかるだけ
では逆効果ということも挙げられていた。し
かし、そうした弊害を意識して、あえてティー
チングマニュアルを作らない大学もあるよう
だが、それらを作らないのでは教育の質保障
にならないので、代わりに何をするのかが問
題となり、大学・学部の実情に応じた取り組
みが求められているということであった。ま
た、教員の意識改革が遅れている場合、多く
の教員が、自校の学生の現実に向き合ってい
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り、事例として文京学院大学と安田女子大学
の取り組みが詳細に報告された。ここに、そ
の概要を述べ、後半で両大学の学習支援につ
いて詳しく紹介したい。
○学生の成長を後押しする多様な学生支援
（文京学院大学の取り組み）
　正課外の学生支援プログラムの中から、１．
ボランティアによる被災地支援、２．単位不
足や欠席の多い学生へのコンタクト・指導、
３．てっぺんフォーラムについて報告がなさ
れた。特に「てっぺんフォーラム」は、何ら
かのきっかけで大きく成長した上級生の姿を
見せ、下級生が感動・勇気をもらって自分の
「てっぺん」を見出すことを期待するフォー
ラムであり、運営には教職員も関わるが学生
の委員会が主体となり、選考基準を設けて応
募した学生の中から受賞候補学生を選抜する
というものである。受賞例として、TOEIC高
得点獲得を目指した学習例（外国語学部）、
企業スタッフとして活動する中で社会人の
ルールや社会自体を学んだ例（経営学部）、
福島県産の野菜代行販売から自分ができるこ
とを考え行動した例（人間学部）などが紹介
され、広範囲の学生にポジティブな影響を与
えているということであった。
○正課と正課外の有機的な連携
（安田女子大学・安田女子短期大学の取り組
み）
　学生の成長という観点から正課と正課外の
連携について、１．オリエンテーションセミ
ナー、２．まほろば教養ゼミ、３．教職員の連
携について報告がなされた。特に「まほろば
教養ゼミ」は、１人のクラス担任が卒業まで
持ち上がりで指導を行い、通年科目（１単位）
で卒業必修となっていることから、正課と正
課外の接点として大きな役割を果たしている
ることが宿題。要約を全員に回し読みさせて
チェックさせ、最後に教員がチェックしてコ
メントを加えて返却。これを繰り返すことで
学生の力が伸びた。さらに、夏休みに10のテー
マから選んでそれに関する本を読みレポート
（2400字）を書かせる。
「基礎演習Ⅱ」の内容
　「基礎演習Ⅰ」終了後に学生にアンケート
を行い、何が足りなかったかを調査して決め
る。2008年は図書館利用がなかったことから、
「図書館で調べる」「図書館で借りる」を、グ
ループワークで自由なテーマについて調査し、
パワーポイントで資料を作成して発表するプ
ロセスの中に組み込んだ。
　各クラスの進行状況は統一することを原則
としており、これに教員は大変な労力を費や
している。この「基礎演習」を設けてから、
生活福祉文化学部の学生は、他学部の学生と
比べるとレポートの形式が極めて優れている
と評価されるようになった。
４．多様な学生支援・教職協働
　初年次教育学会第５回大会シンポジウムは
「初年次からの多様な学生支援と教職協働」
をテーマに、初年次からの多様な学生支援の
あり方、教職協働の果たすべき役割について
様々な角度から検討が行われた。参加者は教
員だけでなく、事務局やセンター等大学職員
の姿も多数みられ、このテーマに関する関心
の高さがうかがわれた。初年次教育の分野で
は、教員が担当する正課教育に加えて、学生
支援を担当し推進する重要な担い手として、
職員や上級生が果たす教育的役割がますます
重要なものになっているが、これら正課外教
育について十分に認識、評価されているわけ
ではなく、様々な課題があるということであ
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にした日常相談業務、基礎学力の向上を目的
とした少人数講座の開講
内容：
　インターンシップの実施・支援、課外講座
の受付・実施、資格試験の受付・実施、ボラ
ンティアの紹介・受付、学習支援アドバイザー
の紹介（大学教員等が苦手な科目等を個別に
指導する。）、ポートフォリオの支援、英語カ
フェの運営（ネイティブによる英語だけを用
いるスペースを提供している。）デジタルサ
イネージの運用
効果：
　授業外で学生の学ぶ機会を提供するための
工夫が学習支援センターでなされている。
初年次教育上の位置づけ：
　学生の平素の学習活動の支援、およびキャ
リア構築に不可欠。
職員の役割：
　学習支援センター職員が学生対応にあたる。
全体的な運営方針は学習支援センター運営委
員による議論によって決められる。
　この他に、安田女子大学の正課初年次教育
として11のプログラムが提示された。その中
から前述した「まほろば教養ゼミ」と「基礎
国語演習」を紹介する。
□まほろば教養ゼミ
目標：
　学生一人ひとりが、安田の学生として、ま
た一人の社会人として、学園訓に則った豊か
で確かな自己実現が達成できるよう、「安田を
知る」「学びを知る」「自分を知る」「社会を
知る」の４つのテーマを柱に、主としてチュー
ターの指導のもとにクラス単位で展開する。
初年次教育の８領域：
　スタディ・スキル系、スチューデント・ス
ということであった。そして正課と正課外の
連携を高めるための教員と事務局が協働する
環境が整備されているようであった。
　次に、両大学の正課外初年次教育のひとつ
として実施している、学習支援に関するプロ
グラムについて紹介する。
○学習サポートセンター（文京学院大学）
目標：
　初年次教育の推進、リメディアル教育の実
施、学習計画の立案補助、学習サポートを主
にした日常相談業務、基礎学力の向上を目的
とした少人数講座の開講
内容：
　学生は、教員によるオフィスアワー、各事
務窓口で、様々な相談をいつでも受けること
ができる。学業の基礎を学ぶことができる「学
習サポートコーナー」を開設し、基礎的な勉
強のことも気軽に相談できる体制を作ってい
る。学習サポートコーナーでは、大学院生を
中心に教員、事務スタッフが、学生の日常の
学習相談、レポートや論文作成の助言など、
主に学習に関する質問・相談に対応している。
効果：
　「退学率減少」を目的に、友人作り居場所
作りができていない学生をフォローする目的
で学外での企画を実施。その後、参加学生と
のコミュニケーションがとりやすくなり、基
礎学力向上目的の講座等への出席率の向上に
も結びついた。
参加率：
　年間200件程度の質問・相談等で学生が訪
れるが、６割以上が１年生。
○学習支援センター（安田女子大学）
目標：
　初年次教育の推進、リメディアル教育の実
施、学習計画の立案補助、学習サポートを主
― 264 ―
????????????????????
強化を図る。
１年生の関わり具合：
　年度初めのプレイスメントテストの結果に
基づき、履修が必要と認められる学生には
チューターから受講を促す。共通教育科目　
１単位
　両大学の課題として、正課外、正課を通し
て様々な場面で学生が成長していく様子を教
職員が共有できているか、また、それに関わ
る特に職員の貢献が正当に評価されているか
という点が残っているようであった。特に安
田女子大学のまほろば教養ゼミでは、教員に
おける裁量の幅が大きい分、教員側の負担感
が強いと思われる。これを軽減するために、
実践のノウハウを共有するなどの工夫がなさ
れているが、さらなる教員への支援が必要と
いうことであった。
５．考察
　2001年以降初年次教育は拡大発展して、そ
の内容もオリエンテーションやスタディ・ス
キル系重視の傾向から、スチューデント・ス
キル系を含む要素が重視されるようになって
きている。これは、学習面だけでなく、学生
の人間的な成長にも関わり支援していくこと
が大学に求められているということの表れで
あろう。
　初年次教育の８領域とは、①スタディ・ス
キル系、②スチューデント・スキル系、③オ
リエンテーションやガイダンス、④専門教育
への導入、⑤教養ゼミや総合演習など、学び
全般への導入を目的とするもの、⑥情報リテ
ラシー、⑦自校教育、⑧キャリアデザイン
（2007国立教育制作研究所、私学高等教育研
究所導入教育研究グループ調査より）である
キル系、オリエンテーションやガイダンス、
自校教育、キャリアデザイン、大学への適応、
モチベーションを高める
内容：
　４つの柱を中心に、具体的な活動内容につ
いては各クラスのチューター判断に委ねられ
る。学科全体、学科を超えての全体行事も時
にある。
評価：
　この授業を通じて、学園訓を体現した学生
像の完成を目指す。
活動主体：
　各クラスチューター、クラス学生全員
１年生の関わり具合：
　全学部共通　必修　通年　１単位
□基礎国語演習
目標：
　自己の作文力や作文に対する意識を分析的
に診ることができる。示されたテーマや課題
に添って、200字程度の作文を繰り返し練習
することができる。読書に関心をもち、読ん
だ本を紹介することができる。文章表現能力
の向上を、生涯学習課題としても捉え、自己
学習能力の育成を図ることができる。
初年次教育の８領域：専門教育への導入
内容：
　様々な文章を読んだり聞いたりして、情報
の収集や読書の習慣化を図るとともに、心内
イメージの明暗化と表出のため課題に添って
自ら作品を書いていく。その作品を交流する
ことによって、より考えが深まり、示唆を受
けることができる。これらの学習を通して、
社会人として備えるべき言葉の力の習得を目
指していく。
評価：
　学科の専門教育の前段階として、国語力の
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のチュータークラスに分かれて、学科の特性
を活かした内容とし、キャリアやエクステン
ションに関する内容は全体授業で取り扱う。
基本的には、専門教育への導入に結びつくよ
うな内容などチューターの裁量によって進め
るという方法はいかがなものだろうか。
　学部学科を取り払い全学共通の内容で実施
することは、本学の初年次教育の質を担保す
ることにもつながるのではないだろうか。高
校と大学の違いを理解し、大学生としての心
構えや大学での学び方を理解すること、基礎
学力を固めることはすべての学生にとって必
要不可欠なことである。また、少人数教育の
よさを謳う本学であるが、課題によってはメ
ンバーの固定化によりコミュニケーションが
活性化しない一面もあるので、授業内容や課
題により、クラス授業と少人数制の授業とそ
れぞれのメリットを活かすことも考えられて
よいだろう。
　初年次教育を考える際に大切なことは、今
後一層多様化することが確実視される入学生
の実態と向き合い、４年間で学生がどのよう
になってほしいかというビジョンを打ちだし
全学で共通理解を持つこと。そしてそれを実
現するため職員間の連携を図り、職員と教員
とが望ましい教育の価値観を共有し、大学独
自の教育プログラムとして実施、その成果を
検証していくことではないだろうか。本学で
は、学習支援を含み各センターでそれぞれ
様々な学生支援が行われているが、学習支援
を含む初年次教育の視点から学士課程全体の
プログラムとしてとらえ、学生の実態と目指
す学生像や課題とすることをもっと全学で共
有する機会があればよいと考える。
が、本学の初年次教育について重視する領域
や内容の明確化を図り、教職全体で共通理解
をもつことが必要であると考える。2012年５
月に実施した１年生の基礎学力調査の結果を
見ると、筆者の担当する教養演習Ⅰにおいて
は中２レベルから高３レベルまでかなりのば
らつきがあった。基礎学力の低い学生は物事
の取り組みへの意欲も低く、日常生活のタイ
ムマネジメントもしっかりできない状況で
あった。また、日本語の語彙が乏しく、自分
の意見を述べるよう求められると言い淀んで
しまう場面が多く見られた。このようなこと
からも、日本語読み書き等基礎学力を高める
内容はやはり必要であると考える。入学時に
プレイスメントテストを実施し、対象となる
学生をしぼりこんで学習させるのも一つの方
法ではないだろうか。現在のように、10人前
後のグループ内に基礎学力の低い学生が３～
４人いる場合、この底上げを図らないと基礎
学力の低い学生は他の学生にもたれかかるこ
とになり、特にチーム学習の際には他の学生
の負担感を強くさせ、その結果成果も上がら
ず、グループ全体の質が高まらないと感じら
れることがあった。
　本学の教養演習Ⅰは現在実施されていると
ころだが、他の展開案として示してみる。学
び方に関する個人スキルやスタディ・スキル
系を重視するとともに、スチューデント・ス
キル系の協同で課題に取り組むグループ学習、
ネットを用いた協同学習などの情報リテラ
シーに関する内容を盛り込んだ本学独自のテ
キストを作成する。そして、これらの内容を
全学共通として、学部学科を取り払い、春期
は混合クラス授業で学部学科を横断して何人
かの教員が交代で授業を受け持ち、春期の最
後に試験を実施する。秋期から学部学科ごと
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